
 

 

 

 

 

「過去から学び、今に生かす」 

 夏休み期間の８月は、早朝から少し動くと汗ばむ陽気があったり、地面をたたきつけるような大雨があったり、

日々の気候を気にすることが多かったです。４月に気象庁から正式な予報用語として、最高気温が４０℃以上と

なる日を「酷暑日」と定めましたが、昔からあった用語の「夏日」や「真夏日」が当たり前の世の中となりまし

た。それでも、街の片隅では、昔ながらの「打ち水」や「風鈴」、「団扇」や「浴衣」で暑さを和らげる風情に、

気持ちが安らぐ日々もありました。 

 さて、夏休みが終わり、元気いっぱいの生徒とあいさつを交わす９月となりました。１学期の終業式で、「９月

に全員で会いましょう」と伝えましたが、本日９月１日の始業式では、生徒一人一人の満面の笑顔と元気なあい

さつに、とても幸せな気持ちになりました。保護者の皆様や地域の方々には、夏休み期間中に、生徒たちの見守

りとお声かけをいただき、誠にありがとうございました。２学期も引き続き宜しくお願いいたします。 

 １９２３年（大正１２年）９月１日の１１時５８分に、神奈川県西部から相模湾を震源としたマグニチュード

７．９の関東大震災が発生しました。亡くなられた方や行方不明となった方を合わせて１０万人以上、全壊家屋

が１０万棟以上にのぼり、首都圏を襲った最大規模の震災被害となりました。地震発生が昼食時だったことから、

大規模な火災も発生し、被害が拡大したようです。 

 １９６０年（昭和３５年）に、この９月１日が「防災の日」に制定され、地震に加え、台風が多い時期である

ことから、広く災害について認識を深め、災害に対処する心構えをするために、防災訓練が今現在も行われてい

ます。本校では、本日、保護者の皆様のご理解とご協力をいただき、「引き取り訓練」を実施いたしました。安全

を第一に考え、確実に生徒たちを保護者に引き渡すという訓練を行う中で、生徒たちにも「自助共助」の役割を

認識させ、災害時の避難活動で「命を最優先して、自分も周りも守れる人材」になって欲しいと思っています。 

１９９５年（平成７年）１月１７日の「阪神淡路大震災」、２０１１年（平成２３年）３月１１日の「東日本大

震災」、２０１６年（平成２８年）４月１４日と４月１６日の「熊本県での地震」、２０２４年（令和６年）１月

１日の「能登半島地震」、２０２６年（令和８年）７月２８日の「熊本県での地震」。今現在も、復興・復旧に尽

力されている方々、生活をすることに先が見えない辛さを抱えながらも一歩一歩前を向いて進んでいる方々が多

くいらっしゃると思います。ここ最近３０数年間の大きな地震災害です。 

阪神淡路大震災は今から３１年前、東日本大震災は今から１５年前の震災です。時が経てば、震災惨禍をご自

身で語り継げる人々が少なくなっていく中で、今生活している私たち、そして今の中学生を代表とする若い世代、

次の世代に、その時のことを語り継いでいくことが、災害時の命を守り、命を大切にする行動につながると思い

ます。単なる歴史や過去の出来事とせずに、自分事ととらえ、周りを支えること、周りと協力すること、周りを

勇気づけることの大切さをあらためて考える日が「防災の日」だと思います。 

熊本県出身の漫画家である尾田栄一郎さん、言わずと知れた代表作「ONE PIECE(ワンピース)」の作家です。 

この「ONE PIECE(ワンピース)」では、努力や友情、勝利というテーマだけでなく、『仲間』という存在の尊さが

描かれています。アーロンパーク編で、仲間のナミが「助けて」とささやくと、主人公のルフィは「当たり前だ！」

と叫ぶ名シーンがあります。また、金獅子編では、仲間のナミが金獅子のシキに連れ去られるときに、主人公の

ルフィたち仲間に言い残した言葉「必ず助けに来て！」。仲間への大切な思いとして深く結びつけられるメッセ

ージとして「助けて」が使われています。 

 漫画「ONE PIECE(ワンピ－ス)」と熊本県が連携した「ONE PIECE 熊本復興プロジェクト」は、２０１６年４月

の熊本県地震からの復興を支援する取組でした。熊本県出身の尾田栄一郎さんからの「必ず助けにいく」という

メッセージを原動力として、熊本県内９市町村に主人公であるルフィを始めとした「麦わらの一味」の銅像が設

置され、県民を勇気づけたという支援がありました。困っている人たちに、支え、支援し、助ける行動を「当た

り前だ」と声をあげ、行動することが『思いやり』だと思います。大森二中の生徒たちの原動力「思いやり」は、

誰かを守るための心の在り方だと思います。 

『助けて．．．』『当たり前だ！』 

大森二中だより 
令和８年度 大森二中 学校理念「思いやり」 

教育スローガン いつも心に太陽を 笑顔満開の学校 －MAKE PLUS ONE 2stage－ 

 

 

 

令和８年９月１日 ９月号 

大森第二中学校 校長 橋田 康裕   



 
 

＜７月の表彰＞ 

・令和８年度 大田区中学校バドミントン選手権大会 

   男子団体 第３位、女子団体 第５位 

   男子シングルス 第３位 （３年） 

   男子ダブルス  第６位 （３年） 

   男子ダブルス  第７位 （３年） 

   女子ダブルス  第５位 （３年） 

・令和８年度 大田区中学校男子バレーボール夏季大会 第３位 

 ・令和８年度 第一ブロック男子バレーボール夏季大会 第３位 

 ・令和８年度 大田区中学校夏季剣道選手権大会 

   男子団体 第３位、女子団体 第３位 

   男子個人 敢闘賞 （３年） 

   女子個人 敢闘賞 （３年） 

 ・令和８年度 大田区中学校女子バスケットボール選手権大会 第３位 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

給食 × 〇 〇 〇

授業 50×3 50×5 50×6（B） 50×6（Ｂ）

ＰＴＡ、他 再登校14:00
補習教室

再登校１６：００

6 7 8 9 10 11 12

給食 〇 〇 〇 〇 〇

授業 50×6 50×5（⑥カット） 50×5 50×4（①②⑤⑥） 50×4（①②⑤⑥）

ＰＴＡ、他 補習教室 補習教室 再登校なし 再登校なし

13 14 15 16 17 18 19

給食 〇 〇 〇 〇 〇

授業 50×4（①②③④） 50×5（①②③⑤⑥） 50×5 50×6（Ｂ） 50×6

ＰＴＡ、他
再登校なし

補習教室13：30

南門下校(1.2年）

再登校16：00
補習教室

20 21 22 23 24 25 26

給食 × ×

授業 50×6 50×6

ＰＴＡ、他 南門下校（1.2年） 南門下校（1.2年）

27 28 29 30

給食 〇 〇 〇

授業 50×6 50×6 50×5

ＰＴＡ、他 補習教室
補習教室なし

再登校なし

１０月の予定　 １日（木） 都民の日（登校日） ８日（木） 全校評議会

進路説明会（３年） 18日（日）～20日（火） 菅平移動教室（1年）

２日（金） 公費英検（３年） 27日（火） 合唱コンクール

６日（火） 専門委員会 29日（木）～11/6（金） 三者面談（3年）

修学旅行終（3年）

振替休日（3年）

⑤⑥カット

開校記念日

④カット

校内研修

放：立会演説会リハ

第2回定期考査

（英・数）
職場体験事前指導（2年）

全校朝礼

安全指導日

美化デー

土曜補習教室

敬老の日 国民の休日 秋分の日
第2回定期考査

（理・社・国）

職場体験始（2年）
領域別テスト（3年）

職場体験終（2年）

大田区立大森第二中学校
【９月生活目標】　人の気持ちを思いやろう！いじめをなくそう！  

始業式

避難訓練（引取り）

職員会議

職場体験事前訪問（2年） 専門委員会（引継ぎ）

検定受付

新時間割始

職場体験事前訪問

事前指導（2年）

南門下校（1.2年）

③④カット
修学旅行事前指導（3年）

放：区陸前日指導

修学旅行始（3年）

試験範囲配布

③④カット

立会演説会

生徒会役員選挙

区連合陸上競技大会


